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階に応じ、答えが一つではない道徳的な課題を一人
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
一人の児童が自分自身の問題と捉え向き合う「考え
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る道徳」、「議論する道徳」へと転換を図る













































































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
導の結果を明らかにしてその質的な向上を図る
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体制の在り方等
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を超えて、人が生きる上で必要なルールやマナー、
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
社会規範などを身に付け、人としてより良く生きる
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ことを根本で支えるとともに、国家・社会の安定的
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
で持続可能な発展の基盤となるものである
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きる人格
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人格の基礎を築き将来の夢や希望を抱いて自己の可
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能性を伸展させる時期とする













































































































































































































































































































































































































































































 0 0 0 0 0 0 0 0
係〉の外側にいる〈他者〉についてはその思いを受
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
け止めることができないが、そうしたかかわりのな
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
い相手に対しても何とか努力してその思いを共有し
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ようとする。
0 0 0 0 0
」43）とも述べている。「考える道徳、議
論する道徳」の要点はここではないか。
　外的な権威から独立し、個人の判断によって規範
意識を確立する「自律」を経て、自己の行動の意思
決定をしていく「良心」を基準にして、人間は「自
己」の主宰となる。「良心」は、他から付与された
道徳律への依存ではなく、自らの道徳律に基づき社
会的自己規範を再構成する。
　昔、中学校の国語の教科書にリヒターの『あのこ
ろはフリードリッヒがいた』の一部（教材名「ベン
チ」）が取り上げられていた。44）児童文学者であり
社会心理学者でもあったリヒターは、この作品で、
ナチス支配下のドイツで行われたユダヤ人迫害の事
実、特に、普通の善良な人々が残忍な迫害者と変容
していく様子を淡々と作品に描いている。家族を守
るために生活維持のためにナチス党員になること、
ユダヤ人の友人をもつことが自分にとって身に危険
になる状況に追い込まれたとき自分に何ができるか、
学校から去って行かざるを得なくなったユダヤ人の
少年に対して教師はどう対応したか、以前は親しく
付き合っていた昵懇の人たちだからこそ膨らむ苦し
みなどを小説に描くことで、自己を見つめ直し、時
代の生み出した不条理とそれを引き起こした自分た
ちが負うべき悲惨さを示した。リヒターは「この物
語の「ぼく」は、私です」と語った。差別者側の一
員である「ぼく」という「自己」視点と、被差別者
に追いやられたフリードリッヒや、差別者側に立つ
ことを拒否して被差別者との共生を選ぶヘルガの
「他者」視点の双方を取り込み、「自己内対話」に基
づく省察を経て、リヒターは「市民性」や「道徳性」
とは何かを考えている。リヒターは、自分が関わっ
た負の遺産と責任を次の世代の子どもたちにきちん
と伝えることだけが新しい道の模索であることを示
している。
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